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検証目的と検証対象場面
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 検証目的
 新型コロナ対策感染症対策としてソーシャルディスタンス確保策等を講じた
場合の許容来場者数、設備窓口必要数の検証を支援します

 イベント会場における検証対象場面の例
 １）入場時：施設到着→入場口通過→施設内移動→コンコース境界

 ２）インターバル：施設内移動、トイレ利用、飲食・物販購入 など

 ３）退場時：コンコース境界→施設内移動→退場口通過→施設出発

コンコース境界：コンコースと観覧席エリアの境界部分
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検証方法：施設内混雑度予測シミュレーション
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 施設内の利用者計測データ等からエリア別に施設内の混雑度を
シミュレーションし、賑わいや混雑度、ソーシャルディスタンス
、3密回避等の検討を支援します

人数計測等

施設内全体の
滞在人数

Origin：入口（流入断面）
Destination：出口（流出断面）

混雑度予測シミュレーション結果
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検証の展開：アフターコロナ対策の支援

 データを分析して、各場面に適した価値創出を支援します
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データ
（取得、計測）

分析
（シミュレーション）

価値創出
（現状改善）

対象場面：アフターコロナ、平常時、災害時、など

• 安全性、ブランド向上

• 危機管理、防災・避難計
画の支援

• コスト削減、見える化

• 業務効率の向上、人員の
適正配置、働き方改善

• 売上、回遊性の向上、お
客さま満足度の向上

• データ蓄積、可視化

• 分析、予測、最適化

• AI解析、映像解析

• 行動分析、定量評価、改
善計画の比較検証

トータル・コンサルティング

• 既存の管理・運用・売上
データの取得、集約

• 既存のデータ取得

• 新規のデータ計測
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